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伊万里みなと祭り 2017 フォトレポート

● 問合先　　伊万里港開港 50 周年記念事業推進室（☎㉓２４６６）

　11 月３・４日、伊万里港開港 50 周年を記念して伊万里みなと祭り 2017 を開催し
ました。黒川町七ツ島地区と山代町久原地区の２会場で多彩な催しが行われ、来場者は
なんと市内のイベント史上最高とも言われる延べ10万人。大盛況の内に幕を閉じました。
　港の発展とともに歩んできた伊万里市。50 年の節目をきっかけに 50 年後の伊万里の
未来を見据え、私たちにできることを考えてみませんか。

過去、現在、そして未来へ・・・

海上から打ち上げられた花火は迫力満点（３日） 海上から打ち上げられた花火は迫力満点（３日）

タイムカプセル封印に立ち会った皆さん（４日）

海上輸送用の 40 フィート
コンテナに伊万里港の歴史
を投影したプロジェクショ
ンマッピング（３日）。鮮や
かな映像の連続に観客は思
わず息を飲んでいました。
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ー プレイベントも続々開催 ー

50 年前、開港を記念
して埋設されたタイム
カプセルを開封。埋設
した当日の新聞や写真
など当時を記す貴重な
資料が次々に取り出さ
れ、関係者からは歓声
が上がりました。

伊万里港の歴史を振り
返りつつ、これからの
伊万里港を考えるシン
ポジウムを開催。開港
当時の市の担当者の講
演や、有識者によるパ
ネルディスカッション
などが行われました。

みなと祭りを前に、伊万里港開港 50 周年事業としてさまざまなプレイベントを開催しました。ここで紹介し
たものの他にも、市内の小学生による久原工業団地立地企業やコンテナターミナルの見学、名村造船所内での
造船中の船内見学などを行い、開港 50 周年の気運を高めました。

カトリック幼稚園の園児の元気なマー
チングで開幕。今回寄港した船舶の入
港セレモニーが行われました。

入港セレモニー（３日）

自衛隊の掃海艇『うくしま』と『とよし
ま』が寄港。船内には任務内容を紹介
するパネルなどが展示されていました。

自衛隊掃海艇一般公開（３・４日）

社団法人グローバル人材育成推進機構
の帆船『みらいへ』。波穏やかな伊万里
湾内を優雅にクルーズしました。

帆船『みらいへ』港内クルージング
（３・４日）

ふだんは入ることができないコンテナ
ターミナル。コンテナを船から積み下
ろす作業の様子を見学できました。

伊万里港コンテナターミナル見学会
（３・４日）

市内に立地する企業が、自社製品の紹
介や面白いアトラクションなどを行っ
てＰＲしていました。

企業ＰＲブース（３・４日）

同社のゲームコンテンツ展示、キック
ターゲット、サガン鳥栖の選手のサイ
ン会などが行われました。

株式会社サイゲームス特設ブース
（３・４日）

ー　紙面では全て紹介しきれないほど、イベントが盛りだくさん　ー

開港記念タイムカプセル開封（６月１日） 記念シンポジウム（９月 23 日）
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巡視船『まつうら』が一般に公開。海
上保安庁の制服を着て船の前で撮影で
きるサービスも行われていました。

海上保安庁巡視船一般公開
（３・４日）

さまざまな可能性を秘め、利用分野が
広がり続けているドローンの操縦体験。
コツをつかめば誰でも操縦可能です。

ドローン体験コーナー（３・４日）

50 年後の未来へタイムカプセルを封印

４日に行われた開港 50 周年記念
式典では、新たなタイムカプセル
を封印。今年市内で生まれた赤
ちゃん７人とその家族、50 年前
の開港記念タイムカプセル封印の
際に赤ちゃんとして参加した５
人、山口祥義県知事、塚部芳和市
長がそれぞれの思いを込めた品を
カプセルに収めました。

開港 50周年記念歌『伊万里港』など
を突き抜ける美声で力強く歌い上げ、
大勢の観客を魅了しました。

池田輝郎歌謡ショー（４日）

子どもたちなどが企業の作業現場の壁
に、思い思いの絵を描いていました。
どれも個性あふれる力作ばかり。

壁面お絵描き（４日）

毎年波多津漁港で開催される波多津み
なと祭りを会場を移して開催。名産のカ
キや伊万里牛などに舌鼓を打ちました。

波多津みなと祭り（３、４日）

皆さんの来場ありがとうございました。
伊万里港は次の 50 年に向けて、更なる飛躍を目指します。

１週間前の本祭の興奮冷めやらぬまま
に、迫力満点の模擬合戦が繰り広げら
れました。

伊万里トンテントン模擬合戦（４日）

日本丸の登しょう礼（７日）
登しょう礼とは、出港の時に港や歓送者に対して、感
謝の意を表すために行う帆船最高の礼。実習生が帆
桁にずらりと並び、声高らかに「ごきげんよう」と
３声して帽子を振る姿は圧巻でした。このあと日本
丸は汽笛を数回鳴らし、伊万里港を後にしました。

アジアの貿易拠点として伊万里、
佐賀、日本が元気になるような港
へ発展することを願っています

ー 立ち会い者の三
み

根
ね

さん家族 ー
　直博さん（父）、恭子さん（母）
　功輝さん（長男）、結

ゆい

豊
と

さん（次男）

  日本丸
   また会う日まで
 　     「ごきげんよう」

50 年後に
願いを込めて

『日本丸』の人文字をつくり見送りました
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